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「バイオエコノミー」という概念が、2009年にOECDから提案されてから17年が経過し
、現在、49か国を超える国が独自の“バイオエコノミー戦略”を策定して様々な取組が進
められている。バイオエコノミーは、様々な産業分野での活用が期待されており、社会
に貢献する成果が出てきている。一方、まだメインストリームになるには至っていない
のが実情といえる。
バイオエコノミーに関する国内外の取組について概観するとともに、バイオエコノミー
の中でも“バイオものづくり”について、社会実装における課題と解決に向けての方策に
ついて、安価安定な原料入手、製品設計・開発、生産技術・スケールアップ、バイオ製
品の価値化などの事例を挙げて議論を進めていきたいと考えている。
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